
新潟県警察 速度管理指針
速度管理指針とは、新潟県警察における総合的な速度管理の考え方等について、広く県民の皆様に情報発信を行い、ドライバーから規制速度

や法定速度を遵守していただくことにより、新潟県内における交通事故の防止及び交通事故発生時の被害軽減を図ろうとするものです。

③全国と新潟県の交通事故の比較

令和元年（平成31年を含む）以降に発

生した交通事故について、新潟県と全国
の車両走行速度を比較すると、次のとおり、
新潟県は全国平均に比べて速く、交通事
故発生時に死亡事故となる割合が高く
なっています。

(1) 走行速度と停止距離 内容を見る

(2) 走行速度（時速）と秒速 内容を見る

(3) 走行速度と視覚能力 内容を見る

②過去５年間の交通事故分析結果

平成29年から令和３年までの５年間に

新潟県内で発生した交通事故（高速自動
車国道及び指定自動車専用道路において
発生した交通事故を除く。右記において
同じ。）を分析すると、次のとおり、車両の
走行速度と交通事故に大きな相関関係が
認められます。

内容を見る(1) 速度違反と交通事故

(2) 走行速度と致死率

(3) 速度違反の危険性

(1) 致死率の比較

(2) 事故直前速度の平均速度の比較

以上のとおり、走行速度が速くなるほど交通事故発生のリスクが高まり、また、衝突時の車両の速度が速いほど死亡事故に至る可能性が高く
なることは明らかです。

しかし、新潟県は全国に比較して車両走行速度が速いことから、新潟県の交通事故を防止し、交通事故死者数を減少させるためには、適切な
最高速度規制等をはじめ、交通指導取締りや交通安全教育、広報啓発活動等により、制限速度の遵守を図る総合的な速度管理が必要と認めら
れます。

総 合 的 な 速 度 管 理 の 必 要 性

①速度がもたらす運転への影響

車両の走行速度と交通事故の関係に

ついて、一般的には、走行速度が速くなる
ほど交通事故発生のリスクが高まると考
えられますが、その具体的な理由は次の
とおりです。

各警察署及び高速道路交通警察隊における速度取締り指針

内容を見る

内容を見る

内容を見る

内容を見る

内容を見る



走行中の運転者が、前方に横断歩行者を発見するなどにより危険を感じ、急ブレーキをかけてから
車両が停止するまでの距離は、空走距離（危険を感じてからブレーキがきき始めるまでの走行距離）と
制動距離（ブレーキがきき始めてから停止するまでの距離）の合計となり、走行速度と停止距離の関係
（概ねの目安）は下の図表のとおりです。

空走距離は運転者の反応時間等によって変化します。また、制動距離は路面状況・車両重量・タイヤ
の摩耗状態などによって変化し、例えば、乾燥路面よりも雨で濡れた路面の方が長くなり、新品のタイヤ
よりもすり減ったタイヤの方が長くなります。

（１） 走行速度と停止距離
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「高齢者の場合の停止距離」を掲示しています。こちらをクリックするとご覧いただけます。



高齢者（65歳以上）の運転車両の走行速度と停止距離の関係（概ねの目安）は下の図表のとおりです。
平成23年度警察庁委託調査研究報告書（講習予備検査等の検証改善と高齢運転者の安全運転継続の
ための実験の実施に関する調査研究（Ⅱ））によると、平均反応時間は

高齢者が１．０７秒、若年者が０．７０秒

との研究結果があり、高齢者の場合の反応時間等を１．０７秒として空走距離を算出しました。

一般的な停止距離を算出する場合に用いられる０．７５秒と比較すると、走行速度が４０㎞/hの場合は
停止距離が３．６m、５０㎞/hの場合は停止距離が４．５m長くなります。

※ 高齢者の場合の停止距離
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※ 括弧内の停止距離は反応時間等を
０．７５秒で算出した場合の停止距離
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（２） 走行速度（時速）と秒速

下の図表は、走行速度（時速）と秒速（１秒間に進む距離）の関係を表したものです。

走行速度に比例して進む距離が長くなるので、わずかな時間の脇見であっても、速度が速くなるに

つれて交通事故発生の危険性が高くなると言えます。
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１３０㎞/h

７０㎞/h

４０㎞/h

１００㎞/h

運転者は、運転するために必要な情報の90％以上を視覚から得ると言われています。

しかし、走行速度が速くなるほど視野は狭くなり、左右からの横断者や車両等の発見が遅くなる

ので、交通事故の危険性が高くなると言えます。

（３） 走行速度と視覚能力

１３０㎞/hの場合 〓 視野：３０度

４０㎞/hの場合 〓 視野：１００度

※ イラストはイメージです。

トップに戻る

※出典 Speed Manegement － A ROAD SAFETY MANUAL FOR DECISION-MAKERS AND PRACTITIONERS － より

「各年齢層別の視野角度」を掲示しています。こちらをクリックするとご覧いただけます。



※ 各年齢層別の視野角度

トップに戻る

※ 水平視野角度のデータは、一般社団法人全日本指定自動車教習所協会連合会が543名を対象に測定した結果を参考にしています。
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年齢層と水平視野角度の関係

上の図表は各年齢層の平均視野角度※を示したものです。

この図表のとおり、人の視野角度は加齢に伴い狭くなる傾向を示しています。

視野角度が狭くなると視野範囲から外れた範囲において、刻々と変化する状況を認知することが

できず、交通事故の危険性が高くなります。
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（１） 速度違反と交通事故

２３０件
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３０件

１０件 １０件

制限速度以内

1～10km/h超過

11～20km/h超過

21～30km/h超過

31km/h以上超過

平成29年から令和３年までの５年間に、県内（高速道路等を除く）で発生した交通事故のうち、車両（原

動機付自転車以上）が第１当事者となった交通死亡事故は329件で、そのうち制限速度を超過していた

事故は99件（約30％）でした。

トップに戻る
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（２） 走行速度と致死率（交通事故で死亡する率）

平成29年から令和３年までの５年間に県内（高速道路等を除く）で発生した交通事故（第１当事者
が原動機付自転車以上の車両の場合）について、衝突時の速度と致死率の関係を見ると、致死率は
車両の速度が40km/hを超えると急激に上昇し、特に衝突時の速度が70km/hを超えると202.9となり、
約4.9人に１人の割合で死亡している計算になります。

致死率＝死傷者1,000人当たりの死者数

区分＼速度 10㎞/h以下 11～20㎞/h 21～30㎞/h 31～40㎞/h 41～50㎞/h 51～60㎞/h 61～70㎞/h 71㎞/h以上

負傷者数 ５，１１２ ４，１１９ ２，６８６ ３，５１１ ２，１９３ １，１４６ ２２３ １１０

死 者 数 ３６ ４５ ２９ ５４ ５８ ７３ １９ ２８

致 死 率 ７．０ １０．８ １０．７ １５．１ ２５．８ ５９．９ ７８．５ ２０２．９

トップに戻る



（３） 速度違反の危険性（超過速度と致死率）

平成29年から令和３年までの５年間に、県内（高速道路等を除く）で発生した交通事故（第１当事者
が原動機付自転車以上の車両）について、事故を起こした運転者の事故直前速度と当該道路の制限
速度との関係を見ると、制限速度の超過により致死率が急増しています。

特に、21～30km/hの速度超過の場合は、制限速度で走行している場合に比べ、致死率が約19.5倍
となっています。

約５倍
致死率

‖

死傷者1,000人当たりの死者数

約２０.３倍

区分＼超過速度
制限速度

以内
１～10㎞/h

超過
11～20㎞/h

超過
21～30㎞/h

超過
31㎞/h以上

超過

負傷者数 １８，２１０ ７３０ １７７ ３１ ３２

死 者 数 ２３８ ５０ ３２ １１ １０

致 死 率 １２．９ ６４．１ １５３．１ ２６１．９ ２３８．１
トップに戻る



（１） 致死率の比較
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致死率＝死傷者1,000人当たりの死者数

致死率（死傷者1,000人当たりの死者数）を見ると、新潟県は、全国平均を上回る状態が続いていま

す。

区分＼年別 ２４年 ２５年 ２６年 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年 元年 ２年 ３年

新潟県 10.37 11.47 13.28 14.76 18.83 16.30 22.39 22.25 17.72 14.46

全国平均 5.32 5.56 5.75 6.14 6.27 6.32 6.67 6.91 7.63 7.23

トップに戻る



（2） 事故直前の平均速度の比較
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原動機付自転車以上の車両が第１当事者となった交通事故について、事故直前の平均速度を見る

と、新潟県は全国平均を上回る状態が続いています。

区分＼年別 元年 ２年 ３年

新潟県 23.3 23.2 22.8

全国平均 18.0 18.1 18.0

トップに戻る



令和３年中の交通事故の特徴

速度管理の考え方

施策の例示

国道
○ 車両相互の事故が約８割で、

県道・市町村道に比べ、事故直
前速度が高い。

○ 事故が多い国道は、７号・８号
116号

主要地方道・県道・市町村道
○ 歩行者が被害に遭う事故の割

合が多い。

国道が７.５％に対し、主要地方
道・県道・市町村道は16.4％

高速道路・自動車専用道路
○ 交通事故の約６割に、速度超

過が認められた。
○ 追突事故が全体の約４割を

占める。

国道
○ 規制速度の遵守による交通

事故の抑止及び被害軽減
○ 円滑な道路交通の確保

県道・市町村道
○ 車両の速度抑制による歩行

者等の安全確保
○ 生活道路の通行の抑制

高速道路・自動車専用道路
○ 道路構造・気象条件に応じた

速度規制
○ 規制速度の遵守による交通

事故の抑止及び被害軽減

減速指導線

ゾーン３０

◆ 速度抑制を図るための交通指導取締りと
情報発信

◆ 事故多発時間帯・路線におけるパトカーに
よる警戒活動

◆ 対象者に応じた交通安全教育
◆ ゾーン30による区域速度規制
◆ 速度抑制に効果的な交通安全施設の整備
◆ 補助標識の活用による速度規制理由の明示

歩行者横断多し

補助標識
警戒活動

交通安全教育


